
岐
阜
県
歴
史
資
料
館
主
催

古
文
書
講
座
テ
キ
ス
ト

令
和
五
年
十
一
月
二
十
一
日

小
島
眞
可
家
文
書
「
享
和
三
年

小
西
郷
村
庄
屋

市
左
衛
門
日
記
」
（
三
）

（
日
記
の
表
紙
）

享
和
三
年
癸
亥
十
一
月

同

四
年
諸
日
記
付
込
有
之

大
垣
御
預
所
よ
り
安
藤
対
馬
守
様
御
替
地
ニ

御
引
渡
相
成
候
一
件
日
記

子
三
月
よ
り
二
冊
目
ニ

有

小
西
郷
村
庄
屋

市
左
衛
門
扣

１



２

乍
恐
奉
伺
上
候
口
上
之
覚

一
当
村
社
地
ニ

社
頭
之
火
と
な
し
候
者
差
置
申
候
、

庵
実
躰
之
家
壱
軒
有
来
り
候
、
然
共
是
迄
明
細
帳
ニ

は

無
御
座
候
、
今
度
御
書
送
り
ニ

御
書
加
え
被
成
下
置
候
ハ
ヽ
、
難
有

奉
存
候
御
事

一
当
村
ニ

御
林
御
座
候
故
、
御
林
之
義
、
御
書
送
り
ニ

相
成
、

御
領
主
様
御
林
相
成
申
候
而
ハ
、
村
方
心
遣
之
事
共

多
、
甚
迷
惑
仕
候
、
何
卒
御
評
儀
之
上
、
村
扣
之
林
ニ

相
成
候
様
被
成
下
置
候
ハ
ヽ
、
難
有
奉
存
候
御
事

一
当
村
之
儀
、
田
畑
同
御
免
之
村
方
ニ

而
、
是
迄
御
検
見

１５10



ニ

而
田
方
之
義
ハ
御
引
方
御
用
捨
被
成
下
置
候
而
も
、
畑
方

之
義
ハ
御
定
免
之
旨
承
知
仕
罷
在
候
、
御
書
送
り
ニ

は

田
方
ニ

御
引
方
相
立
候
年
ハ
畑
方
共
ニ

差
響
、
同

御
免
ニ

相
成
候
趣
ニ

被
成
下
置
候
ハ
ヽ
、
難
有
奉
存
候
御
事

一
当
村
之
義
、
兼
而
御
改
被
成
下
候
通
、
筵
田
井
水
之
内
乙
井
組

有
之
、
其
上
流
末
之
村
方
ニ

御
座
候
付
、
是
迄
格
別

御
苦
労
被
成
下
置
、
御
威
光
を
以
用
水
引
取
候
而
さ
へ
も
、

流
末
之
義
故
、
行
届
不
申
、
殊
ニ

漸
々
川
床
高
ク
相
成
、

３
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水
行
不
宜
候
故
、
照
続
候
年
ハ
格
別
旱
損
仕
候
而
、
難
渋

仕
候
、
別
而
此
後
御
私
領
ニ

相
成
候
而
ハ
如
何
様
之
難
儀

相
成
可
申
歟
歎
ヶ
敷
奉
存
候
、
猶
又
近
年
凶
作

打
続
キ
御
百
姓
困
窮
仕
候
故
、
御
同
地
瘦
地
ニ

相
成
、

御
取
箇
ニ

も
差
響
キ
迷
惑
仕
罷
在
候
、
是
等
之

義
も
御
慈
悲
之
上
、
厚
御
憐
愍
之
御
書
送
被
成
下

置
候
ハ
ヽ
、
難
有
奉
存
候
、
且
庄
屋
市
左
衛
門
義
、

４
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先
達
而
御
届
ケ
申
上
候
而
、
当
時
逼
塞
仕
罷
在
候
、

就
夫
小
作
方
も
引
立
、
自
身
も
御
百
姓
相
続
仕
度

趣
意
ニ

而
、
検
方
等
も
多
分
引
受
仕
置
候
年
限

中
之
儀
ニ

御
座
候
得
共
、
是
等
之
儀
も
乍
恐
宜
敷
御
達

被
成
下
置
候
ハ
ヽ
、
難
有
奉
存
候
御
事

一
当
村
之
義
、
前
々
御
裏
印
証
文
奉
願
上
罷
在
候
、

久
敷
御
苦
労
被
成
下
置
候
ニ

付
、
去
春
一
先
皆
済
ハ

仕
置
候
得
共
、
右
金
子
残
り
只
今
以
相
対
借
用
ニ

５
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相
成
居
候
義
も
御
座
候
、
其
上
当
年
之
義
、
米
石
下
直
（
マ
マ
）

ニ

付
、
村
入
用
免
相
嵩
迷
惑
仕
候
、
依
之
又
候
御
裏

印
証
文
奉
願
上
度
奉
存
候
、
何
卒
御
聞
済
被
成
下

置
候
ハ
ヽ
、
難
有
奉
存
候
御
事

右
之
件
々
、
御
願
出
申
上
度
奉
存
候
付
、
乍
恐

奉
伺
上
候
、
宜
御
下
知
被
成
下
候
ハ
ヽ
、
難
有
奉
存
候
、
以
上

十
二
月

小
西
郷
村
庄
屋

市
左
衛
門

６
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年
寄和

七

一
十
二
月
九
日
昼
後
、
又
々
大
垣
へ
罷
出
候
而
、
前
件
伺
書
之
通

相
伺
候
処
、
松
井
三
郎
右
衛
門
様
よ
り
願
書
相
認
差
出
居
候
様

被
仰
聞
候
付
、
少
々
テ
ニ
ハ
直
し
願
書
ニ

い
た
し
候
、
十
日
ニ

御
役
所
へ
差
出
候
処
、
御
聞
済
無
之
候
故
、
左
之
通
難
渋

一
通
り
書
替
差
上
申
候
、
尤
今
日
遅
く
候
付
、
十
一
日
ニ

差
上
申
候乍

恐
以
書
付
御
歎
奉
願
上
候

小
西
郷
村
之
儀
、
数
年
来
被
為
在
御
存
知
候
通
、
筵
田（

以
下
略
）

７
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史
料
の
解
説

こ
の
日
記
を
書
い
た
人
物
は
、
方
県
郡
小
西
郷
村
（
現
在
岐
阜
市
小
西
郷
）
で
庄
屋
を

務
め
て
い
た
、
小
島
家
第
十
代
当
主
の
市
左
衛
門
で
す
。

小
西
郷
村
は
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
十
二
月
七
日
、
大
垣
藩
の
預
役
所
に
お
い
て
、

幕
府
領
か
ら
陸
奥
国
磐
城
平
藩
領
に
な
る
と
言
い
渡
さ
れ
ま
し
た
。
陸
奥
国
磐
城
平
藩
の

藩
主
は
安
藤
信
成
で
、
小
西
郷
村
の
元
領
主
で
す
。
大
垣
藩
の
預
役
所
は
、
六
十
年
近
く

付
き
合
っ
て
き
た
馴
染
み
か
ら
、
事
務
引
継
ぎ
に
際
し
村
の
要
望
を
聞
い
て
、
新
し
い
領

主
へ
書
き
送
る
と
市
左
衛
門
へ
伝
え
ま
し
た
。

市
左
衛
門
は
五
か
条
に
わ
た
る
伺
い
を
役
所
へ
出
し
ま
し
た
。
そ
の
五
か
条
の
概
要
は
、

①
「
社
頭
の
火
」
を
な
す
者
が
村
内
に
居
住
し
て
い
る
が
、
村
明
細
帳
に
記
載
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
を
了
解
し
て
ほ
し
い
。
②
村
内
の
「
御
林
」
に
つ
い
て
、
村
扱
い
の
林
と
し
て

認
め
て
ほ
し
い
。
③
小
西
郷
村
は
、
田
畑
と
も
に
同
じ
よ
う
な
賦
課
法
で
年
貢
を
納
め
て

き
た
。
米
が
不
作
で
あ
る
時
は
、
何
と
か
畑
年
貢
の
減
免
を
お
願
い
し
た
い
。
④
小
西
郷

村
は
、
席
田
井
水
の
乙
井
組
に
属
し
て
用
水
を
取
り
込
ん
で
い
る
が
、
流
末
で
水
行
が
宜

し
く
な
い
た
め
照
り
続
き
が
あ
る
と
旱
損
に
見
舞
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
格
別
の
配

慮
が
ほ
し
い
。
⑤
年
貢
の
不
足
分
に
つ
い
て
、
納
期
猶
予
・
借
金
を
認
め
る
裏
印
証
文
を

こ
れ
ま
で
に
書
い
て
も
ら
っ
て
い
る
。
ま
だ
借
用
の
金
子
が
あ
り
、
し
か
も
村
入
用
が
嵩

ん
で
い
る
た
め
、
何
と
か
裏
印
証
文
を
続
行
し
て
ほ
し
い
。
と
い
う
も
の
で
す
。

市
左
衛
門
は
十
二
月
九
日
、
預
役
所
へ
赴
き
、
こ
れ
ら
の
伺
い
に
つ
い
て
申
し
出
た
と

こ
ろ
、
代
官
の
松
井
三
郎
右
衛
門
か
ら
願
書
に
し
て
提
出
す
る
よ
う
に
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

翌
十
日
に
提
出
し
ま
し
た
が
、
不
備
が
あ
り
受
理
と
な
ら
な
か
っ
た
た
め
、
苦
労
し
な
が

ら
も
書
き
改
め
て
、
十
一
日
に
再
提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

語
句
の
意
味

社
頭
（
し
ゃ
と
う
）･･

社
殿
の
付
近
。
社
殿
の
前
。

庵
（
い
お
り
）･

･

草
木
や
竹
な
ど
を
材
料
と
し
て
つ
く
っ
た
質
素
な
小
屋
。

免
（
め
ん
）･

･

江
戸
時
代
前
期
以
降
、
貢
租
の
占
め
る
割
合
を
意
味
す
る
。

引
方
（
ひ
き
か
た
）･･

年
貢
の
減
免
。

取
箇
（
と
り
か
）･･

江
戸
時
代
、
田
畑
に
割
り
当
て
た
年
貢
の
こ
と
。

憐
愍
（
れ
ん
び
ん
）･･

可
哀
想
に
思
う
こ
と
。
あ
わ
れ
む
こ
と
。

逼
塞
（
ひ
っ
そ
く
）･･

逼
迫
し
て
い
る
こ
と
。
八
方
ふ
さ
が
り
で
あ
る
こ
と
。

水
行
（
す
い
こ
う
）･･

水
の
流
れ
。

旱
損
（
か
ん
そ
ん
）･･

日
照
り
に
よ
る
田
畑
の
損
害
。

裏
印
（
う
ら
い
ん
）･･

裏
判
の
こ
と
。
受
取
り
側
の
裏
判
が
あ
る
と
き
は
、
そ
れ
ら
の
文

書
が
正
式
な
受
理
・
確
認
や
算
勘
を
経
た
こ
と
を
証
し
、
そ
の
有
効
性
を
保
障
す
る
。

テ
ニ
ハ･
･

「
て
に
を
は
」
の
こ
と
。
助
詞
・
助
動
詞
の
使
い
方
。
言
葉
の
用
法
。
話
の

つ
じ
つ
ま
。
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